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て Appl巴ton，Watson Watt， Herd (1926)，南阿に於いて Schonland，Craib( 1927， 1928) 
及び HaIliday(1932)等はW型であると主張し，一方主として雷雲による地上の擾劃定常




































































( 1 ) 距離の分け方は 5に示す。
( 1柿)
雷雲内の電気分布に就いて
i、4主 官 中島巨蕗住雷 i立雷
df.十 L¥f- 6F十 ムF乙 (mdo) 6F-t t.f_ • 
(向) (fu.) (md.) (mu) m，lo~ mclol. 
fd.， ju， n札 ηι md.， mu， 
人 γ 人 V f'-了¥人γ| 
f丈r、ー
fd;. プUA mdA n1u2. nd. 
1 
f ト¥γ ト γ r R 
第 1間 電場餐イむの型
て IlF+或は IlFー とし，電場は上方より大地に向ふ方向を正とする。遠雷"については
四つの型 C./dlJ'/d2， I孔 ノ匂)があり，それらの凡ては急:費化の後，電場は大韓指数的に，
再生3れる。 ./dbf仇の場合は-充分再生された後の電場の大さは放電直前のそれと大髄等
しいけれども/め，ノ干のの場合には急:費化の方向に永久的の差が残る。中距離雷について
は六つの型がbり mdb md2， lIlltb l1n々 は外見的には遠雷に射するものと同じ形である。
然しとれらの各kが夫k ./db./d2， Jilh ./'，々を生ぜしめる放電と閉じ様式の放電によって
生守ると，いきたり云ふととほ出来たい。との賠についてJは後越する如く我kは特別の見







以上の分類に於いて(fd)型， (md)型及び 1171型に謝しては夫k その符披を反封にした











昭和 8 年， 京都 昭和 13 年， 別府
月 日 粁 月 日 粁
vr 17 14 VII 28 16 
vn 16 10 vnr 18 15 



















( 1 ) 電場念重量化の値の比ではないo!:J.Fー ，!:J.F+の愛現回数の比である。
(185 ) 
雷雲内の健気分布に就いて
第2表 昭和 8年 (1933)の遠宮，京都
雷雨 tlF+ ムF-
月 日 時 問
/d1 l/d. I計 九|九|計 備 考番量E
h m h ru 
VI14 16 00-17 20 17 15 33 63 19 82 B-
2 16 13 45-14 40 3 2 5 29 10 39 B-
4 28 11 10-12 45 12 7 19 34 35 B-E 
5 IJ 14 35-15 00 38 26 64 83 28 111 
6 VII 1 15 20-16 40 38 18 56 241 6 247 B-E 
7 5 240-325 。 33 5 38 B-E approx. 
9 7 I 11 50-16 15 216 152 368 816 126 942 B-E 
10 8 16 40-17 20 8 11 19 8 2 10 B-E 
、防
11 14 14 40-15 10 2 。 2 6 11 17 B-E 
12 15 14 30-15 30 2 2 4 11 4 15 B-E 
14 17 16 15-17 00 1 5 16 20 2 22 -E 
15 20 15 00-15 35 2 3 5 4 2 6 B-E 
17 21 13 50-15 50 42 80 122 163 17 180 B-
18 IJ 16 50-17 10 20 -6 26 5 。 5 B-
19 22 14 40-15 30 13 7 20 29 2 31 B-E 
20 IJ 15 30-16 20 54 38 92 183 18 201 
。 IJ 17 00-19 10 57 32 89 135 8 B-E ，approx. 143 
21 IJ 20 20-20 40 。 s 5 10 B-E 
23 26 13 30-15 00 24 7 31 32 7 39 B-E 
24 IJ 16 40-17 30 25 10 35 72 15 87 B-E approK. 
25 27 13 00-14 15 16 25 41 67 33 100 R-E approx. 
26 30 13 10-14 10 14 B 22 15 。15 B-E 
32 VIII14 1 00-11 10 3 5 8 2 3 5 B-
33 15 16 30-17 00 3 3 6 14 2 16 B-E 
38 18 13 30-15 25 147 42 189 248 37 285 B-
39 21 13 10-14 10 8 16 24 45 10 55 B-E 






月 日 時 間
(Tlld) I |叫)I |例
備 考
番競 ? 勺
h m h m 
V114 17 30-17 45 。 7 A ( ) 
2 16 14 40-15 00 6 24 A を
附
3 17 16 25-16 40 5 2 3 A， B- し
た。 " 16 55-17 05 2 13 。R， -E るも
5 28 14 20-14 85 9 5 24 (13) R (/) 
は
7 VII 5 3 25-3 40 。 2 R， -E そ
の
8 6 20 35-20 55 。 B 1 A， B- 大
さ
13 16 14 50-15 25 5 14 5 A の
IJ、
16 20 16 40-17 00 4 3 A&R， B-Eな
る
17 21 15 50-16 35 30 20 56 A&J¥.， -E も
の
22 25 21 40-22 10 。 3 5 A&R， B-Eで、
24 26 17 30-17 55 。 。 13 A， -E 主eそ
25 27 12 45-13 00 4 5 3 R， B- ら〈
28 VII14 13 35-13 42 。 8 。R， -E イ也， の
30 13 14 10-14 55 4 14 29 A， B- 管雲
31 " 15 10-15 55 28 18 125 A F亡起
34 15 17 30-18 20 3 26 17 A&R， B-E宇
35 16 19 10-20 00 2 7 1 34 R， -E るe 
36 17 13 35-13 45 15 。 。 思
R， は
" " 14 15-14 40 3 13 
才L
る ' 
37 18 12 00-12 15 16 。A&R， -E もの
38 " 15 25-15 50 22 15 20 A 
で
あ
ゲ " 17 25"""18 20 (12) 。 22十¥7) R， -E る。
40 21 18 45-19 18 6 16 4 A， B- 以後
" " 19 38-20 15 、3 12 18 R， -E 同様




第 4表 昭和 8牛 (1933)の近雷.京都
AF+ 
日 時 関 備 考
? nd 
h m 1 III 
2 VI16 15 10-15 15 。 B 。 。 F 
13 VII 16 15 30月ザ15 45 。 1 5 。 可.V
27 30 17 00-17 40 。 88 。 。 F 
28 Vln .4 13 25-13 35 7 。 1 F 
29 8 16 30-16 55 8 12 15 2 可v
35 16 18 40-19 00 。 8 。 。 F 
40 21 19 18-19 30 14 。 。 。 F 
41 22 1 55-12 00 1 。 5 。 F 




月 日 時 間 備 考
番銃 /d， I .fd. I計 九 I.fu. I計
h m h m 
VUI17 13 00-14 00 F .? 3 ? ? 82 B-
2 21 16 40-18 15 14 13 27 320 16 336 -E 
3 26 13 00-13 50 。。。 5 1 6 B-
4 Dζ6 12 3ひ-14 00 54 21 75 173 13 186 B-
合 計 105 
( 18持)
雷雲内の電集分布に就いて
第 6表 昭和 13年(1938)の遠雷.別府
雷雨 ムF+ !:1F-
月 時 間 備 考
番続 jlf， I fd2 I計 九|九|計
h m h m 
2 VII 1 12 50-13 30 B 4 37 。37 B-E 
3 /1 15 40-17 00 66 60 126 419 12 431 
5 /1 18 20-19 40 17 6 23 27 4 31 B-E 
8 19 15 40-Hi 00 2 3 14 。 14 B-E 
9 q 16 50-17 10 2 4 。 4 B-E 
10 21 15 00-15 20 B 34 -E 
12 27 17 15-20 00 84 31 115 96 5 101 
13 28 15 30-17 20 83 223 
15 29 14 30-15 30 4 8 7 38 3 41 -E 
16 VIII 18 13 30-14 30 9 13 22 187 6 193 B-E 
17 /1 14 30-14 50 4 14 
/1 ゲ 15 00-17 00 13 38 51 284 64 
B-E 
348 
18 19 17 50-19 20 40 88 -E 
20 22 22 00-23 10 。 59 。59 B-E 
22 27 21 30-22 00 2 3 6 7 B-E 
23 28 17 40-18 40 6 3 9 27 28 B-E 
24 29 15 50-16 30 5 5 10 27 。27 B-
25 IX 2 15 40-16 50 14 3 17 22 3 25 B-E 
26 4 1 30-14 40' 25 24 49 167 36 203 B-E 
27 /1 15 30-16 00 。 7 。 7 B-E 
合 計 1915 I _:;-=0-=3.4 ムF+
第 7表 昭和 13年(1938)の涯賃.別府
電雨 !:1F+ 1:.F-
月. 日 時 間 備 考
番披 畦u ?・ nd na或は?
h IO h II且
VII 10 20 00-20 30 。 。 w 
4 1 16 00-16 50 5 。 w 
6 12 12 45-14 50 
118 35 94 12 可V(169) (13) (140) 
17 VIII 18 15 40-15 50 
16 。 (7) w (1) 
24 29 17 10-18 30 2 4 1 ¥v 
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第 8表 昭和 B年 (1933)の遠雷.京都
~F+ ~Fー
雷雨番披 時 間
計 fd:J，干 計 fu土
h m 1Il 
6 、15 20-15 30 14 。 14 。
7 240-300 17 1 
9 1 50-13 40 130 10 168 。
1 14 40-15 10 2 。 17 
12 14 40-15. 15 4 3 10 。
14 16 15-17 00 16 2 22 。
15 15 00-15 35 5 。 6 。
17 16 50-17 10 26 。 5 。
25 13 00-13 10 12 4 1 2 
38 14 10-14 55 62 6 93 9 
39 13 10-14 10 24 6 58 。
il 、 計 296 32 421 13 
百 分 比 1 3 
(191 ) 
雷雲内の電然分布に就いて
第 9表 昭和 10年 (1936)の遠雷.京都
d.F+ d.F-
雷雨番毅 時 間
計 fd"l干 計 fu士
h nl h III 
2 16 40-18 16 27 5 336 。
B 13 00-13 60 。 。 6 。
4 12 30-14 00 76 12 186 。
メ日h 計 102 17 528 。
百 分 比 17 。
雷雨
番鍛
第 10表 昭和 8年 ¥1933)の中距離宮.京都
I (md: I (mdo'，の第1積'1(mdolの第2稀 I(m引の第S徳 I (mu) 
間 トマー一一一I， ， I 


















































































|ω 15 181 24 10 31 1 2 
















は /μ 若くは J"u干であるO 中距離宮の場合，昭和8年には(mdo)型の第二型及ひ第三型
にま討する 171生主ーは夫々 9グ 596であり p 同年の jd干の護現率(11%")と同様極めて小(mdo) ~d../， '... u /U， 
mdo平さい。叉(川ゐ〕型の第一型に封ずる万羽;了は56%とたってゐる。とれらの事賓より ，mゐ土
は jd干を生ぜしめる放電と同様の放電様式によって生やるとと， 及び (/d) の中『ては
mゐ平に相底するjd士が多数含まれてゐるととが認め得るのであって，前述したととろの
(mu)+(md) は遠雷tて於ける一一ーと近似的に等し小と云ふ開係と共K.， 10K.於て示す電(mdo) ‘ AF十
場饗化の型が放電よりの距離によって嬰型すると云ふ見解を有力に支持するものであるつ
以上要するに統計結果から橡想される電場境化の型の費型は次の如く表はされる。即ち
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17 16-22 5 
25 10-13 2 
27 <10 日
29 4 
38 >25 1 
41 1 
































主主(しmてu)(md)砦 1933-4 1933-1， 2， 22， 1933-34 1933-36，36. 
〈は 24 1938-6 . 
1933-34，37，40， 1933-8， 36 1933-17 1933-2， 6， 22， 主として(md.) 46 
1936-3 28 
(md7d若。)〈は(程m度u) 
1933-3，13，16， 1933-29 1933-7， 16 1933-26 17，38 1935-4 と(m が同 1938-6 1938-24 
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呑競 間 呑銃 年月日 時 間|糊|年月日 時 問
h h h h h h 
1 VIII 3 12，5-14，5 29 vn1 20 19，0-21，。 57 vn 8 14，5-16，5 
2 ~; 14，5-16，。 30 23 14，0-15，5 58 12 1，5-15，5 
8 4 5 21，0-23，。 31 26 13，5-16，。 59 14 1，0-15，。6 4，5-7，0 32 27 10，0-13，。 60 15 17，0-20，。
5 ~I 9，0-11，5 33 ~I 14，0-18，。 61 16 13，0-18，。
6 23 10，5-12，。 34 29 15，0-20，。 62 。20，0-22，5 
7 
F。C0Oベ3 a ~I 19，0-20，5 35 1X 1 15，0-20，。 63 17 14，0-18，5 
8 25 15，5-19，0 36 V110 5，0-7，5 64 20 13，0-18，。
日 26 2，0-7，0 37 12 13，5-16，。 65 21 17，O-1!l，。
10 27 14，5-18，。 38 vn 5 13，5-18，0 66 PcC。-3 24 12，0-14，。
11 28 14，5-19，0 ‘39 13 12，0-15，。 67 円 25 0，0-2，5 
12 29 15，0-19，。 40 16 16，5-19，5 68 ゲ 7，5-11，5 
13 IX 1 13，0-15，5 41 18 13，5-18，。 69 27 17，5-20，0 
14 2 8.0-11，5 42 σ骨3 コ 19 16，0-22，0 70 30 15，5-17 ，5 
15 9 12.5-15，。 43 円 20 14，0-17，5 71 V1n 3 14，0-16，。
16 V1 12 16，0-19，。 44 24 19，0-22，。 72 8 12，0-14，5 
17 ~I 22，0-23，5 45， 25 0，0-5，0 73 。14，5-18，。
18 16 16，5-19，5 46 VIn 13 14，5-16，5 74 11 13，5-17，0 
19 17 14，5-17，0 47 ~I 16，5-18，5 75 16 10，0-11，5 
20 VII 9 12，0-14，。 48 14 15，0-19，。 76 21 3，0-8，0 
21 ~I 16，5-18，5 49 16 13，5-18，0 77 22 16，0-19，。
22 18 13，5-15，5 50 17 16，0-19，。 78 23 13，5-19，。
23 cσ0。3 3 22 13，5-16，5 51 20 12，0-14，5 79 28 15，0-17，。
24 . 26 8，0-10，0 52 '1 15，0-18，。 80 29 14，5-17，5 
25 29 16，0-18，5 53 29 1，5-13，5 81 ~I 19，0-2， 5 
26 V1n 1 14，5-16，5 54 '1 17，0-18，5 82 VII 29 12，5-14，5 
27 16 16，0-20，。 55 ¥/1 7 23，0-3，0 83 C00 3 3 '1 14，5-19，5 


























IA' IB' Lι， IIBを奉げるととが出来る。擾観定常電場のみの観測結果を解躍するには種々











献態は雷雲の護達につれて費化すると云ふ見解の下に IB及び IB の特徴を解轄したいと













異常浴場 {9IJ 1%11型| 17U 図式表示) 岡式表示)
十 tille一一+ 1 3 4 6 7 
t寸ヤ 2 12 13 19 17 22 25 37 lA マ 46 48 50 51 34 llA 47 55 69 73 30 ー 54 67 71 74 75 (18) 81 (9) 
8 1 14 20 
v 23 27 28 33 寸¥i
9 15 18 21 
In 36 40 41 42 43 IIB 26 34 38 39 40 49 53 57 62 59 61 64 78 
63 65 66 70 (12) 
79 80 82(23) 
~、
29 80 43 44 ~ 35 56 60 68 Ic -V 8 IIc 20 (4) 76 83 (6) 
ID ヘノ八 16 24 32 52 1 IIn A肉色 10 45 (2) 7 58 72 (6) 
+(8)宇 +(E) +(8)宇 +(1的
A 寸 ~、 fl^IE 5 (1) 2 Ih ¥JTJ 77 (1) 3 
+(8) < +(1:) 十(8) く +CE)
lF ¥j'-31 (1) 2 lh' A命午 (0) 。
十(B】>+(E) す(B).， +CI同
合 計 (附ド0011I 1 合 計
+(B)及ぴ+(E)は雷雨又は駿雨が，観測され初めの時期及び観測され終る時期に於ける異常








~ -，_1l，J ~ 一一L....r"-ぺ』司r
LJ -[J-t1 円







































































































































t:.Fー /t:.F十 ムF- t:.Fー
期 問 t:.F+・t:.F+
前 宇 (前宇:後宇ノ
B- 0，24 4，1 1 17，1 
B- 5，7 1，0 1，9 
B-E 2，4 0，86 2，8 
2，1 1，6 1，3 
B-E 2，1 67，0 31，9 
B-E 26，0 20/0 1，3 
B-E 2，2 2，9 1，3 
B-E 0，10 1，0 10，0 
B-E 3，0 4， 7 
B-E 2，3 2，6 
-E 2， 7 2，3 
B-E 6/0 2，3 2，6 
B- 3，0 1，5 2，0 
B- 0/17 0，56 9，5 
B-E 1，6 1，3 1，2 
B-E 2，1 2，0 1，0 
B-E 0，79 2， 9 3，7 
B-E 1，6 4，0 2，5 
B-E 1，5 8，2 5.5 
B-E 0，50 0，83 1コ
B-E 2，0 6，0 3，0 
B- 2，0 1，4 1，4 
B--E 1，7 2，5 1，5 
B- .・. ... ... -ー・
-E 12，5 12，2 1，0 
B- 2，5 2，4 1，0 
B-E 20，0 5，7 3，5 
3，3 3，6 1， 1 
B-E 1，3 1，6 1，2 
0，95 0，77 1，2 
3，3 2，2 1，5 
-E 5，8 6，0 1，0 
B-E 6， 5 15，0 2，3 
B-E 8，0 5， 7 1，4 
-E 2，8 1， 1 2，6 
B-E .・.. ...・ ... ... 
B-E 0，5 3，0 6，0 
B-E 2，4 6，0 2，5 
B- 1，2 17，0 14，2 
B-E 空， 1 1， 1 1，9 
B-E 2，6 11，2 4，3 
B-E ... .. -・.. -・..
.2f 均 1，9 5，9 
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1分間の聞が示されてゐる。 との時の早廻し観測は約6分間であって， その聞に 2回の
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極 性 遠距離 近距離 放電 ヲ司i
(仮定的) 叫ι/叫 .1F IムF-/.lF+1 .1; AF 
a 1 :nlIJ 
白 I! 6 1- 1+ II+ III- 期待可能
b l 瓦 Z
白 も 1+ Iー Il- III+ 期待不能
C 工:n:mlV
自 6 1- 1+ III- IV- 期待不能II+ IIー2 
工玄理工ν
自 φ 1+ 1- lII+ IV+ 期待可能II- II+ ヱ
e l lI.l .I'J V 
畠 合
1- 1+ 
223立 II+ 2 
II- IV+ V- 期待可能2 
III- III+ 
1 rl!l !V v 
自
1+ 1-
1I- II+ ~21 2 2 IVー V+ 期待不能1I+ IIl-
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とたり，賓際の電場再生曲線は Ade-“と Au(e-叫 _e-2CU)との重長として求められる。第17
固の場合にも同様の方法が適用せられる。即ち以上の各の場合に，近距離に於て共K nd型
の電場蟹化が現はれ，中間距離に於いては第16園の場合には 1I1do型及び刀川型，第17固の場
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雷雲内の篭気分布に就いて
t1 t t.， -b t~ 
巴
?





"r，，/ '11 '11 -" 
l' 
t4 t<; 
""" " rrf 
P l' p 

















が終止する迄をUとした。 ζれらの各期間の中央の瞬間を夫k t" 12，ん及ぴんとし，別


























第 17表 各地に於ける一一一t:.F+ J 
事見 測/地 主 官 近 雷
観測者 年
場所|総度|緯度 距離|ι/山 距離 It:.Fー /叫
km Inl 
Wilson 1917 Cambridge 00 7' E 52013' N 5-30 1/1，5 5> 1/4 
Aldershot o 47 E 51 15 N >150 468/81 =5，8 
¥Vatson Helwan 31 20 E 29 52 N >500 69/0 一Watt 
& Herd 
ゲ 1/ 1/ >500 102;1 =102 
Khartoum 3230 E 15 37 N 250 598/46=13 
Schonland Somerset & Craib 1926 East 25 36 E 32 46 S >8 666/132=5 6> 9/39 =1/4，3 
Schonland 
1927 - '/ 1/ 11 >15 
1482/163= 
7> 9/188=1/21 9，1 
Halliday 1928-Johannes- 28 05 E 26 11 S > 9 139/9=15 7> 
Whipple 301 burg j832-
5> 125/437 =1 /3，5 & Scrase 34 Kew o 19 W 51 28 N 
Wormell 1926-Cambridge o 7 E 52 13 N >15 1546/1699= 10> 113/263= 1/2，3 36 1/1，1 
1933 Kyoto 135 44 E 35 01 N >15 2736/1298= 10> 3/183=1/61 2，1 
1935 ゲ '/ 1/ 1/ 610/105=5，8 1/ 
1938 Beppu 131 29 E 33 17 N >15 
1915/572= 
10> 24/275=1/11 3，4 
様の結論に達するO
t:.F- ，~.， ___~. _ 
地球上の方々で観測された一一ーの値を第17表に示す とれから見られる如く， 5-30 t:.F十 0
km_ の範固に劃する Wilson の値及び遠雷K~討する Wormell の値を例外として，他は凡て
遠雷に謝しては t:.F一〉ムF十，近雷に劃しては t:.F十〉ムFーの開係がある。然し各々の数

















d.F-れば集中した正電費支が雲院近くある とれを季限l且一一ーの材料を考慮陀入れて，各地o "_"，I.J.d..~J\''-、ノ ð.F+
方に於ける雷雲の平均の型を推定したものが第21園である。とれから見られる如く放電様
/，/，F////////'"""， ;7777777777~~r/7 7>777)'77777777777)';;;)"7 




び Wormellが CambridgeI'C於いて， Schonland， Craib及び Schonlandが Somerset
East に於て観測した美しい記録に於て，(mdo)型のものは我 kの場合よりも稀に見られ





































( 1 ) 正電気が負電気によって全〈包閤される場合もありうるととは Simpsonも示唆してゐる。
( 2 ) Simpson， Scraseの槻測によれば，英図の雷雲についてはとの高さは中心に於て約3粁と
なってゐる。
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